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第
３5
回
御
殿
場
市
社
会
福
祉
大
会
を

１０
月
7
日（
土
）に
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

「
ふ
じ
ざ
く
ら
」
交
流
ホ
ー
ル
で
開
催
し

ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、当
市
の
社
会
福
祉
の
発

展
に
貢
献
の
あ
っ
た
社
会
福
祉
関
係
者
を

表
彰
し
、感
謝
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、

地
域
福
祉
の
さ
ら
な
る
充
実
と
向
上
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
4
年
ぶ
り
に
元
気
な
小
学
生
、

中
高
生
に
よ
る
福
祉
体
験
発
表
も
行
い
ま

し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
皆
様
、お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

これからも一層の御活躍を
お祈りいたします。

住
民
主
体
の
地
域
福
祉
活
動
を
構
築
してい
く
た
め
に

第

回
35
第

回
35
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社会福祉協議会は、成年後見事業を推進しています。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

御
殿
場
市
長
感
謝
状

御
殿
場
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
感
謝
状

　社
会
福
祉
施
設・団
体                                             

17
人

（
社
会
福
祉
事
業
施
設
又
は
社
会
福
祉
事
業
団
体
の
役
員
及

び
施
設
長
と
し
て
10
年
以
上
、従
事
者
と
し
て
15
年
以
上
社

会
福
祉
事
業
に
勤
続
し
、そ
の
功
労
が
顕
著
で
あ
る
方
）

　

小
宮
山
香
名　

渡
邉
直
美　

 

板
橋
君
江　

   

池
谷
洋
子

　

岩
下
史
美　

  

山
本　

靖　

  

勝
俣
和
也　

   

芹
澤
廣
子

　

芦
川
義
治　

   

飯
田
依
未　

田
代
友
美　

    

内
田
正
洋

　

伊
藤
五
郎　

   

守
屋
武
治      

山
口
幸
男  

根
上
富
美
江

　

根
上
仁
美

　
一
般
社
団
法
人
玉
穂
報
徳
会

　

竈
区

　

株
式
会
社
カ
ジ
マ
ヤ

　

玉
穂
地
区
の
街
づ
く
り
を
考
え
る
会

　

久
成
寺

　

株
式
会
社
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン

団
体                                                
6
団
体

（
社
会
福
祉
事
業
に
対
し
、労
力
的
、経
済
的
又
は
そ
の
他
の

方
法
に
よ
り
、積
極
的
に
協
力
援
助
を
行
い
、そ
の
進
展
に
寄

与
し
た
団
体
）

個
人                                               　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

4
人

（
社
会
福
祉
事
業
に
対
し
、労
力
的
、経
済
的
又
は
そ
の
他
の

方
法
に
よ
り
、積
極
的
に
協
力
援
助
を
行
い
、そ
の
進
展
に
寄

与
し
た
方
）

　

瀬
戸
雅
富
美　

渡
邉
章
夫　
　
遠
藤
徳
一　

大
胡
田
明
寿

　身
体
障
害
者
自
立
更
生
者                                 

2
人

（
身
体
障
害
者
で
あ
っ
て
自
ら
更
生
に
努
め
、他
の
模
範
と
な

る
方
）

　

横
山
正
光　
　

横
山
裕
美

御
殿
場
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰  

民
生
委
員・児
童
委
員                                              

1
人

（
民
生
委
員・児
童
委
員
と
し
て
8
年
以
上
在
職
し
、そ
の
功
労

が
顕
著
で
あ
る
方
）

　

杉
山
有
一

（
敬
称
略
･
順
不
同
）

２
０
２
２
三
井
住
友
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ａ
太
平
洋
マ
ス
タ
ー
ズ

株
式
会
社
勝
又
商
事

東
静
岡
ヤ
ク
ル
ト
販
売
株
式
会
社

株
式
会
社
太
平
洋
ク
ラ
ブ

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
沼
津
支
社

一
般
社
団
法
人
御
殿
場
愛
郷
報
徳
社

一
般
社
団
法
人
竈
報
徳
社

一
般
社
団
法
人
中
畑
愛
郷
会

一
般
社
団
法
人
玉
穂
報
徳
会

一
般
社
団
法
人
高
根
愛
郷
会

 

団
体　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

7
団
体

（
社
会
福
祉
協
議
会
に
対
し
、1
年
間
に
5
万
円（
物
資
の
場

合
は
相
当
額
を
含
む
。）以
上
の
金
品
を
寄
附
し
た
団
体
）

株
式
会
社
ス
ズ
キ
総
業
・
株
式
会
社
ス
ズ
キ
総
業
グ
ル
ー
プ

静
岡
県
立
御
殿
場
高
等
学
校
生
徒
会

大
雲
院

特
定
非
営
利
活
動
法
人
エ
コ
ハ
ウ
ス
御
殿
場

御
殿
場
市
婦
人
会
連
絡
協
議
会

ス
ナ
ッ
ク
花

和
服
リ
メ
イ
ク
教
室

民
生
委
員・児
童
委
員                                              

32
人

（
民
生
委
員・児
童
委
員
と
し
て
5
年
以
上
8
年
未
満
在
職
し
、

そ
の
功
労
が
顕
著
で
退
任
し
た
方
）

　

渡
邉
昭
三　

   

中
村
重
一　

  

鈴
木
和
子　

   

梶
本
安
治

　

勝
又
文
代　

   

岩
田
康
方　

  

扇　

圭
子　

   

野
木
八
千
代

　

芹
澤
美
惠
子　

山
﨑
京
子　

  

田
代
滋
子　

    

外
山
信
一

　

磯
邊
悦
洋　

   

土
屋
敏
子　

  

勝
田
裕
子　

   

松
田　

健

　

持
田　
一　

  

萩
倉
久
美
子    

原　

京
子　

  

鈴
木
あ
ゆ
み

　

佐
藤
良
次　

   

長
田
孝
子　

  

早
川
て
い　

    

池
谷
喜
市

　

齋
藤
や
す
子　
芥
川
す
み
子　
勝
間
田
久
子　

石
塚
敏
夫

　

勝
又
佳
子　

   

櫻
井
淳
子　

   

大
胡
田
幸
子　

勝
又
清
子

 

個
人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

1
人

（
市
の
た
め
に
10
万
円
以
上
5
0
0
万
円
未
満
の
私
財
を
寄

附
し
た
方
）

　

芹
沢
眞
成　
　

 

団
体　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

10
団
体

（
市
の
た
め
に
10
万
円
以
上
5
0
0
万
円
未
満
の
私
財
を
寄

附
し
た
団
体
）

保
護
司                                                　
　
　
　
　
　
　
　

3
人

（
保
護
司
と
し
て
8
年
以
上
在
職
し
、そ
の
功
労
が
顕
著
で
あ
る
方
）

　

鈴
木
雄
誠　
　
芹
澤
健
一
郎　

芹
沢
眞
成

個
人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

5
人

（
社
会
福
祉
協
議
会
に
対
し
、1
年
間
に
5
万
円（
物
資
の
場

合
は
相
当
額
を
含
む
。）以
上
の
金
品
を
寄
附
し
た
方
）

　
　

江
藤
エ
ミ　
　

末
光
義
史　

   

伊
達
直
人　

  

　

口
良
平

  

川
合
岩
雄



社会福祉協議会は、移動支援サービスの創出に取り組んでいます。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

　
静
岡
県
共
同
募
金
会
会
長
表
彰
　

　
静
岡
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
　

清
水
由
美
子　

平
山
み
さ
と　

内
海
隆
治

（
社
会
福
祉
施
設
の
役
員
と
し
て
10
年
以
上
、従
事
者
と
し

  

て
15
年
以
上
在
籍
し
、功
績
が
顕
著
で
あ
る
方
）

社
会
福
祉
法
人
十
字
の
園 

御
殿
場
十
字
の
園

（
共
同
募
金
運
動
の
推
進
に
貢
献
し
、そ
の
功
績
が
特
に
顕

著
で
あ
る
募
金
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
）　

団
体                                               ｠

 
19
団
体

（
共
同
募
金
運
動
に
5
万
円
以
上
の
寄
附
を
し
た
団
体
）

一
般
社
団
法
人
御
殿
場
愛
郷
報
徳
社

一
般
社
団
法
人
中
畑
愛
郷
会

一
般
社
団
法
人
玉
穂
報
徳
会

一
般
社
団
法
人
印
野
郷
土
振
興
協
会

一
般
社
団
法
人
古
沢
共
和
会

陸
上
自
衛
隊
滝
ヶ
原
駐
屯
地

陸
上
自
衛
隊
駒
門
駐
屯
地

陸
上
自
衛
隊
板
妻
駐
屯
地

御
殿
場
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

御
殿
場
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

御
殿
場
市
福
祉
事
業
協
力
会

ト
ヨ
タ
自
動
車
東
日
本
労
働
組
合

沼
津
駿
東
遊
技
場
組
合

株
式
会
社
ル
マ
ン

北
駿
地
区
労
働
者
福
祉
協
議
会

大
和
建
設
株
式
会
社

富
士
伊
豆
農
業
協
同
組
合
御
殿
場
地
区
本
部

矢
崎
エ
ナ
ジ
ー
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社
富
士
工
場

大
雲
院　
　

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
法
人
役
員・事
業
所
従
事
者

3
人

団
体

1
団
体

全
国
社
会
福
祉
大
会

　
中
央
共
同
募
金
会
会
長
表
彰

　
全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

静
岡
県
共
同
募
金
会
会
長
感
謝
状

個
人                                               　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

2
人

（
共
同
募
金
運
動
に
5
万
円
以
上
の
寄
附
を
し
た
個
人
）　

末
光
義
史　

田
代
光
子

個
人                                            　
　
　
　
　
　
　
　
　 

1
人

（
共
同
募
金
運
動
に
２０
万
円
以
上
の
寄
附
を
し
た
個
人
）　

石
川　

昭

中
央
共
同
募
金
会
会
長
感
謝
状

福
祉
体
験
発
表

静
岡
県
健
康
福
祉
大
会

3

矢
崎
エ
ナ
ジ
ー
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社
富
士
工
場

団
体

1
団
体

早
野　

均

社
会
福
祉
法
人・福
祉
施
設
功
労
者

1
人

中
高
生
福
祉
体
験

「
地
域
福
祉
活
動
に
つ
い
て
考
え
る

　
　
　
　
　
　

〜
中
高
生
福
祉
体
験
を
と
お
し
て
〜
」

小
学
生
福
祉
体
教

「
1
5
0
人
分
の
カ
レ
ー
を
作
っ
た
よ
!
」御

殿
場
小
学
校

5
年 

相
澤
修
太

玉
穗
小
学
校

5
年 

勝
又
芽
衣

6
年 

土
屋
玲
奈

受賞された皆様
おめでとうございます。

（
社
会
福
祉
法
人
・
福
祉
施
設
に
20
年
以
上
在
職
し
、功
績

が
顕
著
で
あ
る
方
）

（
共
同
募
金
活
動
が
特
に
優
秀
な
団
体
）

御
殿
場
西
高
等
学
校

3
年 

芹
澤
里
夢

3
年 

長
野
来
実

3
年 

田
邊
亮
人

　

市
社
協
が
こ
の
夏
開
催
し
た「
小
学
生
福
祉
体
験
」、「
中
学

生
福
祉
体
験
」に
参
加
し
た
子
供
た
ち
が
、独
居
高
齢
者
と
の
交

流
や
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
の
活
動
に
つ
い
て
、発
表
を
し
ま
し
た
。



4

社会福祉協議会は、成年後見事業を推進しています。

　
「
駒
門
区
元
気
に
な
ろ
う
会
」は
区
の
中
心
部
か
ら
会
場

が
遠
く
、区
民
か
ら
参
加
し
た
く
て
も
参
加
で
き
な
い
と
い

う
声
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、令
和
４
年
５
月
に「
駒
門

区
元
気
に
な
ろ
う
会
移
動
支
援
サ
ー
ビ
ス
」が
発
足
し
ま

し
た
。　

　

市
社
協
は
、社
会
福
祉
法
人
福
祉
を
共
に
考
え
る
会

「
つ
ど
い
の
家
」様
と「
居
宅
か
つ
ま
た
」様
に
地
域
貢
献
の

一
環
と
し
て
車
両
の
貸
出
に
御
協
力
を
頂
き
、富
士
岡
地

区
在
住
の
運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
２
人
に
よ
り
自
宅
又
は
自

宅
付
近
の
乗
降
場
所
と
会
場
ま
で
の
移
動
支
援
を
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。発
足
か
ら
、１
年
半
が
経
ち
、お
か
げ

様
で
利
用
者
も
順
調
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

御
殿
場
市
は
、介
護
予
防
の
た
め
の
活
動
を
地
域
に

広
め
る
た
め
の
介
護
予
防
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
を
開

講
。修
了
し
た
介
護
予
防
リ
ー
ダ
ー
は
、各
地
域
に
お

い
て
高
齢
者
の
通
い
の
場
を
立
ち
上
げ
、運
営
を
行
っ

て
い
ま
す
。高
齢
者
の
閉
じ
こ
も
り
を
予
防
し
、健
康

の
維
持
・
促
進
を
図
る
こ
と
、活
動
を
広
め
て
い
く
こ

と
で
地
域
の
高
齢
者
を
地
域
が
支
え
る
体
制
を
つ
く

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

駒
門
区
元
気
に
な
ろ
う
会

移
動
支
援
サ
ー
ビ
ス

地
域
の
実
情
に
応
じ

「
通
い
の
場
」移
動
支
援
の
立
ち
上
げ

元
気
に
な
ろ
う
会
と
は
？

駒
門
区
元
気
に
な
ろ
う
会

移
動
支
援
サ
ー
ビ
ス

　

通
い
の
場
と
は
、地
域
の
住
民
同
士
が
気

軽
に
集
い
、一
緒
に
活
動
内
容
を
企
画
し
、

ふ
れ
あ
い
を
通
し
て「
生
き
が
い
づ
く
り
」

「
仲
間
づ
く
り
」の
輪
を
広
げ
る
場
所
で
す
。

地
域
の
介
護
予
防
の
拠
点
と
な
る
場
所
で

も
あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
、市
社
協
が
移
動
支
援
の
資
源
開

発
を
行
っ
た
「
元
気
に
な
ろ
う
会
」
、地
域

福
祉
推
進
委
員
さ
ん
が
運
営
す
る
「
い
き

い
き
サ
ロ
ン
」
、市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん

が
選
営
す
る
「
居
場
所
」に
つ
い
て
紹
介
を

い
た
し
ま
す
。

　

居
場
所
・
サ
ロ
ン
の
詳
し
い
場
所
等

に
つ
い
て
は
、市
社
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
御
確
認
く
だ
さ
い
。

介護予防・認知症予防
にもつながる重要な取組
として推進されています。

HPへアクセス

元
気
に
３
７
７
６
体
操
、簡
単
な
ス
ト
レ
ッ
チ
、

筋
力
ア
ッ
プ
体
操
、口
腔
体
操 

等

・
市
内
の
対
象
地
区
及
び
そ
の
周
辺
に
在
住 

 
の
６５
歳
以
上
の
高
齢
者
や
そ
の
家
族

・
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
健
康
の
維
持・増
進 

を
図
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
概
ね
４０
歳
以 

 

上
の
市
民

市
長
寿
福
祉
課（
８
３-
１
４
６
３
）

内　

容

対
象
者

問
合
せ

毎
月
第
２
火
曜
日

午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で

駒
門
区
元
気
に
な
ろ
う

会
参
加
者
で
移
動
支
援

を
必
要
と
す
る
方

市
社
会
福
祉
協
議
会

（
7
0-

6
8
0
1
）

実
施
日

対
象
者

申
込
み
・
問
合
せ



5

社会福祉協議会は、移動支援サービスの創出に取り組んでいます。

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、い
き
い
き
と
過
ご
す

た
め
の
通
い
の
場
と
し
て
サ
ロ
ン
活
動
が
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。地
域
住
民
が
運
営
し
、仲
間
づ
く
り
や
交
流
の
場

と
し
て
、高
齢
者
の
孤
独
感
の
解
消
や
閉
じ
こ
も
り
の
予

防
な
ど
、介
護
予
防
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

市
内
各
区
の
公
民
館
な
ど
を
会
場
と
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
福
祉
推
進
委
員
を
中
心
と
し
た
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
が
企
画
し
、参
加
者
が
楽
し
め
る
内
容
に
な
っ
て
い
ま

す
。市
内
に
は
現
在
５６
か
所
の
サ
ロ
ン
が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ

特
色
の
あ
る
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

〈
内
容
例
〉

・
参
加
者
同
士
の
お
し
ゃ
べ
り

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
余
興

 

（
マ
ジ
ッ
ク
、フ
ラ
ダ
ン
ス
、楽
器
演
奏
、演
芸
等
）

・
小
物
作
り
、陶
芸
、塗
り
絵

・
健
康
講
話
、防
犯
講
座

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
血
圧
測
定
や
脳
ト
レ
、 

 

体
操
な
ど

　

高
根
地
域
で
は
、山
之
尻
、塚
原
、上
小
林
、柴
怒
田
・

水
土
野
、美
乃
和
、古
沢
、清
後
、六
日
市
場
の
８
部
会

（
支
部
）で
、ふ
れ
あ
い・い
き
い
き
サ
ロ
ン
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

会
場
は
公
民
館
な
ど
で
、地
域
の
７０
〜
８０
代
を
中
心

と
し
た
方
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

ど
の
サ
ロ
ン
も
地
域
福
祉
推
進
委
員
が
中
心
に
な
り
、

参
加
者
が
楽
し
め
る
内
容
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

サ
ロ
ン
で
行
う
作
品
作
り
や
塗
り
絵
な
ど
、講
師
を

務
め
る
の
は
地
域
在
住
の
方
が
多
い
の
も
高
根
地
域
の

特
徴
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。様
々
な
経
験
や
資
格
を

持
つ
方
々
が
サ
ロ
ン
の
運
営
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
菜
の
花
」の
職
員

に
よ
る
体
操
や
ゲ
ー
ム
は
好
評
で
、会
場
に
笑
い
声
や

歓
声
が
響
く
よ
う
な
盛
り
上
が
り
を
み
せ
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

年
に
数
回
多
世
代
交
流
を
行
い
、高
齢
者
と
子
供
の

ふ
れ
あ
い
の
場
に
な
っ
て
い
る
サ
ロ
ン
も
あ
り
、そ
れ
ぞ

れ
の
サ
ロ
ン
の
活
動

が
地
域
づ
く
り
に
も

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

サ
ロ
ン
で
は
、お
互

い
の
声
か
け
や
関
わ

り
合
い
が
、さ
り
げ
な

い
見
守
り
に
も
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

　

１０
月
１４
日（
土
）、山
之
尻
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
供
用
施

設
を
会
場
に「
お
楽
し
み
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、体
操
を
行
っ
た
後
、１０
月
２２
日（
日
）開
催
の

地
域
の
文
化
祭「
高
根
ど
ん
た
く
」に
展
示
す
る
作
品

作
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

毎
年
こ
の
時
期
に
は
作
品
作
り
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

今
年
は「
ペ
ー
パ
ー
ク
イ
リ
ン
グ
」に
挑
戦
。役
員
が
準

備
し
た
テ
ー
プ
状
の
紙
を
丸
め
て
台
紙
に
貼
り
付
け
る

と
、鮮
や
か
な
花
火
の
作
品
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、話
を
し
な
が
ら
、時
に
は
集
中

し
て
作
品
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

山
之
尻
で
は
、こ
の
ほ
か
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

職
員
に
よ
る
体
操
や
ゲ
ー
ム
、役
員
が
企
画
し
た
輪
投

げ
や
ペ
タ
ボ
ー
ド
な
ど
年
３
回
サ
ロ
ン
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

サ
ロ
ン 

元
気
に
健
康
で
暮
ら
す
た
め
生
き
が
い
づ
く
り
の
お
手
伝
い

地
域
力
で
生
き
生
き
元
気
に
！！

山
之
尻
区
ふ
れ
あ
い
部
会

お
楽
し
み
会

今年はペーパークイリングに挑戦

ふ
れ
あ
い・い
き
い
き
サ
ロ
ン
と
は
？

開
催
場
所
は
？

活
動
内
容
は
？



6

社会福祉協議会は、成年後見事業を推進しています。

　

居
場
所
と
は
、子
供
か
ら
大
人
ま
で
「
誰
で
も
」
自
由

に
参
加
で
き
る
通
い
の
場
で
す
。

　

お
し
ゃ
べ
り
や
脳
ト
レ
、囲
碁
・
将
棋
、体
操
、ピ
ン
ポ
ン

（
卓
球
）、手
芸
な
ど
、居
場
所
ご
と
に
様
々
な
特
色
を
持

っ
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
居
場
所
は
15
カ
所（
令
和
５
年
11
月
１
日
現
在
）

毎
月
第
１・３
金
曜
日

午
後
1
時
30
分
か
ら
3
時
30
分
ま
で

中
畑
東
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
供
用
施
設

１
人　

１
０
０
円

あ
り

０
５
５
０-

８
９-

４
３
６
９（
土
屋
）

「オニヤンマ君
」製作

アロマを焚きながらの健康体操

ふ
れ
あ
い
の
居
場
所
に
求
め
ら
れ
る
姿

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
生
み
出
し
、

助
け
合
う
関
係
へ
の
発
展
を
目
指
し
ま
す
!

1
い
つ
で
も
立
ち
寄
れ
て
、

い
つ
で
も
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
す

4
経
験
や
能
力
を
い
か
す
こ
と
が
で
き
ま
す

3
時
間
を
自
由
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す

2
誰
も
が
利
用
で
き
ま
す

5
自
分
の
存
在
を
認
識
で
き
ま
す

　

お
世
話
に
な
っ
た
地
域
へ
の
恩
返
し

の
つ
も
り
で
立
ち
上
げ
、皆
様
と
楽
し

く
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。

　
「
帰
る
と
き
に
は
み
ん
な
笑
顔
で

元
気
に
」
。ま
た
次
回
の
開
催
が
楽
し
み
に
な
る
よ
う
に

ス
タ
ッ
フ
で
工
夫
を
し
、ア
ロ
マ
を
使
っ
た
癒
し
の
体
操
や
、

製
作
体
験
な
ど
の
楽
し
み
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
「
次
は
い
つ
？
ま
た
来
る
ね
。楽
し
み
に
し
て
い
る
ね
」と

言
っ
て
く
れ
る
の
が
私
の
一
番
の
喜
び
で
す
。

　
「
あ
〜
楽
し
か
っ
た
！
ま
た
来
る
ね
」の
声
が
聞
こ

え
る
と
心
か
ら「
よ
か
っ
た
ー
」と
思
え
ま
す
。

　

体
操
は
少
し
で
も
体
に
良
い
こ
と
を
取
り
入
れ
た

い
と
工
夫
し
て
い
て
ま
す
。心
掛
け
る
こ
と
は
、「
心

地
良
い
空
間
」「
楽
し
く
、ゆ
る
〜
く
」「
笑
う
こ
と
」。

月
２
回
の
開
催
で
す
が
、皆
さ
ん
と
楽
し
く
過
ご
せ

る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

ア
ロ
マ
の
香
り
広
が
る
空
間
に
心

も
癒
さ
れ
ま
す
。健
康
体
操
や
脳
ト

レ
、製
作
体
験
を
中
心
に
、ス
タ
ッ
フ
、

参
加
者
共
に
楽
し
そ
う
な
声
が
響

き
、笑
顔
広
が
る
居
場
所
で
す
。皆

さ
ん
笑
顔
で
元
気
に
手
を
振
っ
て

帰
る
姿
が
印
象
的
で
す
。

　

居
住
地
域
の
制
限
な
く
参
加
で

き
ま
す
の
で
、気
軽
に
見
学
か
ら
で

も
い
か
が
で
す
か
？

お
し
ゃ
べ
り
処 

シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
中
畑
〜
ア
ロ
マ
の
香
り
に
癒
さ
れ
る
み
ん
な
の
居
場
所
〜

代
表 

土
屋
ミ
ヱ

ス
タ
ッ
フ
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

す
す
き
で
作
る
バ
ッ
タ
、ス
ト
ロ
ー
で
作
る
エ
ビ
や

ア
ル
ミ
缶
風
車
な
ど
の
趣
味
を
通
し
て
、子
供
か
ら

お
年
寄
り
と
ふ
れ
あ
っ
て
き
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
、

脳
ト
レ
と
思
っ
て
、自
分
の
た
め
に
も
続
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。是
非
、み
ん
な
で
一
緒
に
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。

ふ
れ
あ
い
の
居
場
所

開
催
場
所

活
動
内
容

開
催
日

場　

所

時　

間

料　

金

駐
車
場

連
絡
先
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社会福祉協議会は、移動支援サービスの創出に取り組んでいます。

　

あ
け
ぼ
の
は
、年
間
の
恒
例
行
事
と
な
り
ま
し

た「
あ
け
ぼ
の
ミ
ニ
フ
ェ
ス
」
を
10
月
中
旬
に
行
い

ま
し
た
。

　

当
日
は
利
用
者
様
16
人
と
実
習
生
2
人
が
参
加

し
、お
菓
子
釣
り
、紙
金
魚
す
く
い
や
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

装
飾
作
成
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、手
作
り
の
神
輿
を
囲
み
盆
踊

り
、太
鼓
の
音
や
い
つ
も
と
は
違
う
雰
囲
気
に
包
ま

れ
、祭
り
は
一
層
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

お
昼
に
は
、屋
台
か
ら
焼
き
そ
ば
や
唐
揚
げ
等
、

お
や
つ
に
は
綿
菓
子
と
、お
祭
り
を
満
喫
し
、利
用

者
も
職
員
も
笑
顔
の
一
日
で
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

行
事
な
ど
に
一
緒
に
参
加

し
て
く
れ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

読
み
聞
か
せ
や
楽
器
、ダ
ン
ス
な
ど
、

一
芸
披
露
し
て
い
た
だ
け
る
方
も
大
歓
迎
。

利
用
者
様
・
職
員
共
に
笑
顔
が
絶
え
ず
、

家
庭
的
な
雰
囲
気
で
過
ご
せ
る
施
設
で
す

生
活
介
護
事
業
所「
あ
け
ぼ
の
」

所
在
地　

市
内
茱
萸
沢
8
9
0
番
地
の
1

連
絡
先　

0
5
5
0-

8
8-

0
5
4
7

温
か
い
お
心
遣
い
、

誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

有
効
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　市社協へ御寄附を頂き厚くお礼申し上げます。
　寄せられた御寄附は、有効に活用させていただきます。

令和5年４月～令和5年9月

　

匿
名
市
民　

18
人

　

匿
名
市
民　

26
人

印
野
中
学
校
昭
和
34
年
度
卒
業
生

御
殿
場
市
役
所
本
庁
舎
出
入
口
付
近
自
販
機
設
置
者

ダ
イ
ド
ー
ド
リ
ン
コ
株
式
会
社

株
式
会
社
御
殿
場
衛
生
社

御
殿
場
市
・
小
山
町
斎
場

株
式
会
社
北
海
建
設
工
業
所

株
式
会
社
北
海
建
設
工
業
所（
食
堂
）

友
愛
パ
ー
ク
・
原
里

つ
む
ぎ
整
骨
院

御
殿
場
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
じ
ざ
く
ら
」

渡
邉
章
夫

御
殿
場
お
か
み
さ
ん
会

大
胡
田
明
寿

石
黒
美
津
江

昭
和
36
年
御
殿
場
高
校
３
年
８
組
ク
ラ
ス
会

川
合
岩
雄

夢
咲
子

実
戦
空
手
道
心
学
館

大
雲
院

末
光
義
史

仁
杉
区
公
民
館
地
域
づ
く
り
活
動
委
員
会

北
久
原
区
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ス
ナ
ッ
ク
花

御
殿
場
自
動
車
整
備
協
会

佐
藤
裕
昭

ワ
ク
ワ
ク
手
作
り
展
一
同

金員の寄附物品の寄附

（敬称略･順不同）

長
田
麻
希

勝
又
あ
ゆ
み

杉
山　

康

玉
穂
婦
人
会

株
式
会
社
コ
ス
メ
ロ
ー
ル

モ
ス
バ
ー
ガ
ー
御
殿
場
店

勝
又
英
男

B-

R
サ
ー
テ
ィ
ワ
ン
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
株
式
会
社

渡
邉
章
夫

N
P
O
法
人
エ
コ
ハ
ウ
ス
御
殿
場

令
和
5
年
度
あ
け
ぼ
の
ミ
ニ
フ
ェ
ス
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社会福祉協議会は包括的相談体制整備事業の実施に取り組みます。

日　

時

テ
ー
マ

会　

場

内　

容

講　

師

問
合
せ

令和5年度の計画
■世帯配分  230件 4，260，０００円
■事業費配分等 33件 1，240，０００円

令和5年度目標額
本年度も皆様の心温まる
御協力をお願いいたします。

　
「
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
」の
起
源
は
、明
治
39
年
に
遡
り
ま
す
。

　

日
露
戦
争
時
の
貧
困
家
庭
へ
の
慰
問
に
端
を
発
し
、そ
の
後
、昭
和
初

期
に
は
世
界
的
不
況
に
よ
り
困
窮
す
る
人
々
に
対
し
て
、歳
末
の
餅
代

を
支
給
す
る
運
動
に
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

こ
の
運
動
は
、戦
時
中
に
途
絶
え
た
も
の
の
、戦
後
再
び
、戦
災
者
、引

揚
者
、傷
痍
軍
人
な
ど
の
助
け
を
必
要
と
す
る
多
く
の
人
を
助
け
た
い

と
い
う
歳
末
同
情
運
動
の
動
き
が
各
地
で
起
こ
り
、そ
の
後
、民
生
委
員

児
童
委
員
協
議
会
が
主
催
す
る「
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
」へ
と
発
展
し

て
い
き
ま
し
た
。

　

現
在
で
は
、「
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
」は
、昭
和
22
年
に
始
ま
っ
た
共

同
募
金
運
動
の
一
環
と
し
て
、社
会
福
祉
事
業
の
推
進
の
た
め
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
、そ
の
内
容
は
変
容
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
歴
史
を
紐
解
く
と
、「
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
」は
、人
々

の「
お
互
い
さ
ま
」、「
た
す
け
あ
い
」の
温
か
い
気
持
ち
で
成
り
立
っ
て

い
る
運
動
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。

　

市
社
協
は
、今
年
も
区
長
会
、民
生
委
員
児
童

委
員
協
議
会
等
に
御
支
援
い
た
だ
き
な
が
ら
、

「
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
」を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

運動期間１２月１日～３１日　皆様の心温まる御協力をお願いいたします。

から
1２/１ つながり ささえあう みんなの地域づくり

合計　5，500，０００円

55０万円

　
「
障
害
者
週
間
」（
１２
月
３
日
〜
９
日
）は

国
民
の
間
に
広
く
障
害
者
の
福
祉
に
つ
い
て

の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、障
害

者
が
社
会
、経
済
、文
化
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る

分
野
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
意
欲

を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て「
障
害
者
基

本
法
」に
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
社
協
で
は
障
害
者
週
間
に
合
わ
せ
、市

民
交
流
セ
ン
タ
ー「
ふ
じ
ざ
く
ら
」１
階
交

流
ロ
ビ
ー
に
お
い
て
、障
害
者
福
祉
関
係
団

体
・
施
設
の
福
祉
活
動
展
示
を
行
い
ま
す
。皆

様
、是
非
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

障
害
者
週
間
パ
ネ
ル
展
示

１2
月
5
日（
火
）〜
１2
月
１5
日（
金
）

　

御
殿
場
・
小
山
障
害
児
者
自
立
支
援
協
議
会
で
は
、障
害
者
週
間
期
間
中
に
講

演
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

障
害
者
週
間 

基
調
講
演
会

「
障
害
者
差
別
解
消
法
と
合
理
的
配
慮

                    　
　
　

      

〜
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
〜
」

令
和
5
年
12
月
8
日（
金
）  

午
後
1
時
30
分
か
ら
3
時
ま
で

小
山
町
総
合
文
化
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル「
菜
の
花
ホ
ー
ル
」

障
害
者
差
別
解
消
法
に
つ
い
て
、三
障
害
と
発
達
障
害
に
つ
い
て
具
体
的

に
例
を
挙
げ
な
が
ら
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
本
障
害
者
協
議
会
副
代
表

東
洋
英
和
女
学
院
大
学
名
誉
教
授　

石
渡
和
実
様

市
社
会
福
祉
課

電
話（
8
2-

4
2
3
8
）  

F
A
X（
8
4-

1
0
4
6
）

令
和
5
年
度 

赤い羽根募金


